
春日部市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例             

春日部市こども医療費の助成に関する条例（平成１７年条例第９６号）の一部を次のよう

に改正する。 

(1) 次の表中、改正前の欄の条の表示及びそれに対応する改正後の欄の条の表示に下線が

引かれた場合にあっては、当該改正前の欄の条を当該改正後の欄の条とする。 

(2) 次の表中、改正後の欄の条又は号に対応する改正前の欄の条又は号が存在しない場合

にあっては、当該改正後の欄の条又は号を加える。 

(3) 次の表中、改正前の欄の下線が引かれた字句をそれに対応する改正後の欄の下線が引

かれた字句に改める。ただし、第１号に掲げる場合を除く。 

改正後 改正前 

（定義） （定義） 

第２条  第２条  

(６) 医療機関等 健康保険法（大正11年法律

第70号）第63条第３項各号に規定する病院若

しくは診療所又は薬局及び同法第88条第１項

に規定する指定訪問看護事業者並びに柔道整

復師法（昭和45年法律第19号）第２条第１項

に規定する柔道整復師及びあん摩マツサージ

指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律

（昭和22年法律第217号）第１条に規定する

あん摩マツサージ指圧師免許、はり師免許又

はきゆう師免許を受けた者をいう。

（対象者） （対象者） 

第３条  第３条  

(１) 生活保護法（昭和25年法律第144号）に

基づき保護を受けている者 

(１) 生活保護法（昭和25年法律第144号）に

よる保護を受けている者 

（助成の範囲） （助成） 

第４条 市長は、対象者が対象となるこどもに係

る一部負担金（以下「こども医療費」という。）

を支払った場合において、当該支払額を助成す

るものとする。ただし、税の未申告その他の保

護者の責めに帰すべき理由により過分の自己負

担があるときは、その額については、こども医

療費の助成の対象としない。

第４条 市長は、対象者が対象となるこどもに係

る一部負担金を支払った場合において、当該支

払額を助成するものとする。

（受給資格の登録） （受給資格の登録） 

第５条 こども医療費の助成を受けようとする対

象者は、規則で定めるところにより市長に申請

し、受給資格の登録を受けなければならない。

第５条 医療費の助成を受けようとする対象者

は、規則で定めるところにより市長に申請し、

受給資格の登録を受けなければならない。 



２ 市長は、前項の規定による申請に基づき、こ

ども医療費の助成対象と認定し、登録したとき

は、当該申請をした対象者に対し受給者証を交

付するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による申請に基づき、医

療費の助成対象と認定し、登録したときは、当

該申請をした対象者に対し受給資格証を交付す

るものとする。 

（助成の方法等） （助成の方法等） 

第６条 こども医療費の助成は、前条第２項の規

定による受給資格の登録を受けた者（以下「受

給資格者」という。）の申請に基づいて行うも

のとする。 

第６条 医療費の助成は、前条第２項の規定によ

る受給資格の登録を受けた者（以下「受給資格

者」という。）の申請に基づいて行うものとす

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、対象とな

るこどもが市長の指定する医療機関等で医療を

受けたときは、こども医療費を受給資格者に代

わって当該医療機関等に支払うことができる。

２ 前項の規定にかかわらず、市は、対象となる

こどもが市長の指定する医療機関等で医療を受

けたときは、一部負担金を受給資格者に代わっ

て当該医療機関等に支払うことができる。 

（譲渡又は担保の禁止） （譲渡又は担保の禁止） 

第７条 こども医療費の助成を受ける権利は、譲

渡し、又は担保に供してはならない。

第７条 医療費の助成を受ける権利は、譲渡し、

又は担保に供してはならない。 

（損害賠償との調整） 

第９条 市長は、医療給付が第三者の行為による

ものであり、かつ、その者から受給資格者が損

害賠償を受けたときは、その限度において、こ

ども医療費の全部若しくは一部を助成せず、又

は既に助成したこども医療費の額に相当する額

を返還させることができる。 

（助成金の返還） （助成金の返還） 

第10条 市長は、偽りその他不正の行為によりこ

ども医療費の助成を受けた者があるとき、他の

法令等により医療費の支給を受けた者があると

き、又は一部負担金の変更その他の理由により

過払いが生じたときは、その者から当該助成を

受けた額の全部又は一部を返還させることがで

きる。 

第９条 市長は、偽りその他不正の行為により医

療費の助成を受けた者があるとき、他の法令等

により医療費の支給を受けた者があるとき、又

は一部負担金の変更その他の理由により過払い

が生じたときは、その者からその助成を受けた

額の全部又は一部を返還させることができる。

（委任） （委任） 

第11条 (略) 第10条 (略) 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２９年１０月１日から施行する。ただし、第３条第１項第１号の改正

規定、第４条の改正規定、第５条の改正規定（「医療費」を「こども医療費」に改める部

分に限る。）、第６条第１項及び第２項の改正規定、第７条の改正規定並びに第１０条を

第１１条とし、第９条を改め、同条を第１０条とし、第８条の次に１条を加える改正規定

は、公布の日から施行する。 



（経過措置） 

２ この条例による改正後の春日部市こども医療費の助成に関する条例の規定は、平成２９

年１０月１日以後の医療に係る医療費の助成について適用し、同日前の医療に係る医療費

の助成については、なお従前の例による。

３ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の第５条第２項の規定により交付されて

いる受給資格証は、この条例による改正後の第５条第２項の規定により交付された受給者

証とみなす。 


